青風荘　　フェイスシート

平成19年　4月27日　担当：佐々木優佳　　　　　

	入　所　者
	氏　名　中村　与一郎　　様　　　　　男・女　　　　昭和　51年　2月　25日生（31歳）

	
	〒　　　　　　　　　住　所　上北郡六ヶ所村大字泊字六角44-1　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	H5年3月頃（17歳時）
	罹 患 期 間
	約9年　

	
	入院回数
	　2回
	延べ入院年数
	約1年4ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医　千葉　良Dr）
	外来受診日
	土曜日（2週　１回）

	医療区分
	国保（家族遠隔地）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金　（　6.5万円）と両親の年金より1万円

	
	その他
	なし

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	デイナイトケア通所

	住まいの場
	福祉ホーム（青風荘）

	入所年月日
	Ｈ１4年　8月9日
	身長
	170cm
	体重
	　63kg

	最終学歴
	野辺地工業高校（中退）
	免許・資格
	なし

	職　歴
	むつショッピングセンター（1.6年）、鉄筋工（1年）、東京出稼ぎ（2年）、

マエダ百貨店（5ヶ月）
	

	保　護　者
	氏　　名　　　　中村　正人　　様　　　　続柄　　叔父　　　　（同居　・否）

	入所目的

1、 規則正しい生活リズムを身に付ける。
2、 一人暮らしを視野に基本的な生活技術の向上


	入院・治療歴
　期間　　　　　　　　　　　　　　入院・外来等　　　医療機関
・H5年3月頃～H6年11月頃　　　外来　　　　　　むつ総合病院

・H6年11月～H7年6月　　　　　任意入院　　　　むつ総合病院

・H7年6月～H8年7月　　　　　　外来　　　　　　むつ総合病院

・H10年9月～H11年8月　　　　医療保護入院　　　むつ総合病院

・H11年8月～　　　　　　　　　　外来　　　　　　青南病院


	

	生活歴　

２人兄弟の第１子として六ヶ所村泊に出生。泊中学校を卒業し４月に野辺地工業高校へ入学するが、９月には退学する。その後販売員や出稼ぎ等の仕事に就くが長続きせず、Ｈ５年３月頃から独語・空笑・不眠・徘徊が見られ、３月１８日にむつ総合病院を初診。その後より無為自閉となり、Ｈ６年１１月からＨ７年６月まで入院となる。退院後はアパートで一人暮らしをしていたが、叔父の援助でどうにか生活できているといった状態だった。Ｈ８年７月を最後に通院せず、不眠・徘徊が目立つようになり、Ｈ１０年９月～Ｈ１１年８月まで再入院となる。退院後は社会復帰訓練の為「青山荘」へ入所し、同時に青南病院へ外来通院、青山荘入所３年を経て平成14年8月9日青風荘へ入所～現在に至る。


	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· 両親は共にＨ４年より十和田済生会病院精神科へ入院中で今後も退院の目途が立たない。

· 弟が一人いるが所在は不明で疎遠状態
· 両親の入院により、16歳から一人暮らしをし、近くに住む叔父が援助をしてくれていた。
· 本人の年金は六ヶ所の叔父が両親の年金と共に管理している。叔父が両親の年金を足した7万円を本人の通帳へ入金している。


平成　19年　4月27日　（月）

	氏　名
	　中村　与一郎　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　51年　2月　25日（　31歳）


	これまでの経過（前回評価日　H18年6月5日）

	デイナイトケアへ通所しプログラムへの参加は意欲的ですが、その場限りでプログラムから得た情報・技術・知識は上辺の知識となり実際の生活に活用できていません。社会資源の活用や趣味活動等は外出や同行をする事で拡大されています。一方で生活技術面については、荘内の型にはまった必要最低限での内容で「出来ている。」満足されています。単身生活やグループホームでの生活を希望され、そのために必要な事について定期的に検討していますが、自分では考える事が出来ずすぐにスタッフへ「どうすれば良いのか教えてください。」と話されています。具体的な生活の振り返りを行い、目標を立てていますが最初の内は意欲的に取り組むものの継続することは出来ず、一番初めに立てた朝起床するという目標も以前より少しは改善が見られているものの、月の半分は寝坊し起こされている状態です。それについて確認するも「朝はどうしてもダメなんですよ。」との事で、主治医へも薬の相談をしています。周囲がグループホームへ移行する事を知って「僕も入りたいんですけどダメですか？」と焦っている様子も伺えています。荘内では自室にこもりゲームをしたり音楽を聴いていたり、無為にゴロゴロして過ごす事が多く、洗濯も朝回して後はスタッフへ頼むなど青風荘の環境の中で依存的になってしまっている部分も多々見受けられます。現在の生活状況ですぐに単身生活やグループホームへ退所することは難しく、個別で定期的に生活訓練を受けられる場で更なる生活技術を身につける為にも青山荘への入所が望ましいと思われます。



	長期目標（中期・短期）

	1、 朝、定時に起床し生活リズムを一定に保つ
2、 洗濯・掃除等、身の回りの事は自分で行う。
3、 定期的な振り返りを行い、上記の短期目標についての達成度を確認・新たな目標を立てる


プラン計画者　氏名：佐々木優佳　　　

	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 自分の問題点や目標を意識し、継続的に取り組む事が難しい。
	· ケアマネジメントより、本人の現状での問題点を提示しているが、それについてどうしたらいいか具体的に考えられない為、詳細な方法や目標を設定し定期的（短期間）に振り返る事で意識を継続して持ってもらう。

· 出来ている事は評価し、途中で諦める事が無いよう本人の達成感や意欲を引き出す。

· 具体的な目標が立てられた所で、可能であれば青山荘へ入所し、グループホームへの生活に向けて重点的に訓練・支援を受ける。
	　　 ヶ月

	②負荷やストレスがかかると身体的・精神的不調の訴えが多く聞かれる。
	· 時折、不調の訴え（頭が痛い・体がだるい）等が聞かれるが、現在まではバイタル等の測定と話を聞く事で納得している。ストレスに対して脆く、対応が上手く出来ない為に身体的不調となって現れてくる場合が多いため、その都度ストレスへの対応方法や健康状態の確認を定期的に行う必要がある。
	     ヶ月




修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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